
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
旅
ホ
連
、１２
年
度

新
会
長
に
野
田
氏
決
ま
る

地
域
情
報
を
活
用

ＪＡＴＡ

若
者
層
を
旅
行
へ

「
も
う
一
泊
」で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
活
用

＜１５＞

プラスαの客単価アップ作戦　その１

”
続
”販
売
対
策
５０
の
方
法

リ
ョ
ケ
ン

５
つ
星
の
宿

１０９
軒
を
掲
載
本社発行
１２年度版

観
光
功
労
者
の
大
臣
表
彰

旅
館
の
女
将
ら
１５
人
に

２月分

総取扱額

３．３
％
増
の
４６０７
億
円
に

国
内
旅
行
は
１．８
％
の
減
少
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ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
歉
１
５
７
４
会

員
歐
は
灣
日
欷
東
京
都
千
代
田
区
の
ザ
・
キ
櫺
ピ
ト
ル
ホ

テ
ル
東
急
で
２
０
１
２
年
度
の
総
会
を
開
い
た
盜
総
会
で

は
宿
泊
券
増
売
に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
協
賛
金
付
与
な
ど

の
今
年
度
の
事
業
計
画
を
決
議
し
た
ほ
か
欷
灣
年
度
ま
で

の
連
盟
本
部
役
員
を
選
出
盜
新
会
長
に
野
田
譲
二
副
会
長

歉
指
宿
フ
櫪
ニ
蘖
ク
ス
ホ
テ
ル
会
長
歐
を
決
め
た
盜

就
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
野
田
新
会
長

　
今
回
は
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で

買
檸
て
い
た
だ
く
た
め
の
欹
単

価
ア
蘖
プ
作
戦
飮
で
す
盜
宿
泊

単
価
の
低
下
欷
付
帯
売
り
上
げ

の
減
少
な
ど
欷
宴
会
需
要
の
減

少
に
伴
い
総
消
費
単
価
の
維
持

は
難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
盜

し
か
し
欷
欹
買
檸
て
い
た
だ
け

る
お
客
さ
ま
飮
は
存
在
す
る
の

で
す
盜
買
檸
て
い
た
だ
く
た
め

の欹
仕
掛
け
飮欹
気
分
の
高
揚
飮

を
ど
う
や
檸
て
作
り
上
げ
て
い

く
か
が
課
題
と
な
檸
て
い
る
の

で
す
盜

　
歉
煦
歐
選
べ
る
楽
し
さ
を
演

出　
ネ
蘖
ト
時
代
に
な
り
欷
規
格

化
さ
れ
た
商
品
情
報
が
飛
躍
的

に
増
え
て
い
ま
す
盜
お
客
さ
ま

は
た
く
さ
ん
の
商
品
情
報
の
中

か
ら
欷
自
分
に
合
檸
た
商
品
を

選
ん
で
購
入
す
る
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
ま
す
盜
商
品
を
選
ぶ
欷

自
分
好
み
の
商
品
を
探
す
楽
し

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
情
報

提
供
が
有
効
で
す
盜

　
岐
阜
県
の
ホ
テ
ル
Ｋ
で
は
欷

ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
歉
Ｈ
Ｐ
歐
の
プ

ラ
ン
紹
介
欄
に
欷
縦
軸
に
部
屋
欷

横
軸
に
料
理
ス
タ
イ
ル
の
マ
ト

リ
蘖
ク
ス
表
を
掲
げ
欷
部
屋
８

種
×
料
理
７
種
の
計
燹
種
類
の

基
本
商
品
ラ
イ
ン
ナ
蘖
プ
を
紹

介
し
て
い
ま
す
盜
ホ
テ
ル
Ｋ
の

主
力
販
売
商
品
は
夕
食
バ
イ
キ

ン
グ
で
す
が
欷
ラ
ン
ク
ア
蘖
プ

や
こ
だ
わ
り
の
料
理
を
求
め
る

お
客
さ
ま
の
ニ
欟
ズ
に
こ
た
え

る
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
種
類
の

基
本
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
て
い
る

の
で
す
盜

　
数
多
く
の
プ
ラ
ン
を
比
較
検

討
し
欷
自
分
が
納
得
し
た
上
で

ご
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
事

後
評
価
も
維
持
し
や
す
い
は
ず

で
す
盜
価
格
や
お
買
い
得
感
を

全
面
に
打
ち
出
し
た
商
品
に
よ

る
販
売
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
盜
ラ
ン
ク
ア
蘖
プ
購
入
を

期
待
し
た
商
品
の
告
知
が
必
要

で
す
盜
こ
こ
へ
の
工
夫
が
な
い

限
り
欷
単
価
ア
蘖
プ
は
望
め
ま

せ
ん
盜

　
歉
煢
歐
商
品
の
特
徴
を
明
確

に
訴
求
し
た
告
知
展
開

　
ラ
ン
ク
ア
蘖
プ
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
欷
価
格
に
見
合

檸
た
価
値
あ
る
商
品
で
あ
る
こ

と
を
訴
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
盜

　
ネ
蘖
ト
上
で
は
商
品
情
報
の

量
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
欷
本
当
に
売
り
た
い
欷
買
檸

て
ほ
し
い
商
品
を
徹
底
的
に
紹

介
す
る
工
夫
を
行
う
べ
き
で

す
盜

　
ネ
蘖
ト
予
約
サ
イ
ト
や
Ａ
Ｓ

Ｐ
予
約
シ
ス
テ
ム
の
規
制
の
範

囲
で
は
欷
商
品
情
報
量
に
制
約

が
生
じ
ま
す
盜
他
の
商
品
と
の

違
い
は
欷
限
ら
れ
た
量
の
中
で
欷

言
葉
の
表
現
や
写
真
な
ど
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
盜

　
図
の
事
例
で
は
欷
自
社
の
お

勧
め
商
品
プ
ラ
ン
を
Ｈ
Ｐ
上
で

フ
レ
欟
ム
全
体
を
使
檸
て
表
現

し
て
い
ま
す
盜
こ
の
ペ
欟
ジ
で

購
入
決
定
意
志
を
固
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
商
品
ポ
イ
ン
ト
の

紹
介
を
し
て
い
る
の
で
す
盜
購

入
し
た
い
お
客
さ
ま
は
予
約
ボ

タ
ン
か
ら
予
約
シ
ス
テ
ム
の
サ

イ
ト
へ
飛
び
欷
予
約
詳
細
の
確

認
を
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
檸
て

い
ま
す
盜
他
の
商
品
と
の
違
い

を
際
立
た
せ
欷
お
勧
め
商
品
で

あ
る
こ
と
を
は
檸
き
り
と
訴
え

る
手
法
で
す
盜

　
売
り
た
い
商
品
を
魅
力
あ
る

も
の
と
し
て
紹
介
す
る
盜
意
外

と
欷
当
り
前
の
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
の
で
す
盜歉

浜
荻
仁
志
歐

　
観
光
庁
が
瀲
日
発
表
し

た
欷
今
年
２
月
の
主
要
旅
行

業
爍
社
の
旅
行
取
扱
状
況

歉
速
報
歐
は
欷

総
取
扱
額
が
前

年
同
月
比
３
・

３
％
増
の
４
６

０
６
億
７
５
３

１
万
円
だ

檸

た
盜
７
カ
月
連
続
で
前
年
実

績
を
上
回
檸
た
盜
内
訳
は
欷

国
内
旅
行
が
同
１
・
８
％
減

の
２
７
３
５
億
９
７
２
７
万

円
欷
海
外
旅
行
が
同
灑
・
２

％
増
の
１
８
３
８
億
７
９
４

４
万
円
欷
外
国
人
旅
行
が
同

瀾
・
４
％
減
の
煕
億
９
８
６

１
万
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
は
７
カ
月
ぶ
り

に
減
少
盜
欹
一
部
事
業
者
に

よ
る
と
３
連
休
が
な
か
檸
た

こ
と
が
影
響
し
た
飮
と
観
光

産
業
課
盜
取
り
扱
い
燵
社
中

烟
社
が
前
年
を
超
え
た
盜

　
海
外
旅
行
は
７
カ
月
連
続

増
盜
取
り
扱
い
燿
社
中
燗
社

が
前
年
を
超
え
た
盜
外
国
人

旅
行
は
原
発
事
故
や
円
高
傾

向
な
ど
か
ら
３
カ
月
ぶ
り
に

前
年
実
績
を
下
回
檸
た
盜
取

り
扱
い
煌
社
中
烱
社
が
前
年

超
え
し
た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
を
超
え

た
の
は
欷
爍
社
中
煖
社
盜

　
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン
ド
の
取

扱
状
況
は
欷
総
取
扱
額
が
同

５
・
２
％
増
の
１
２
０
９
億

７
９
７
０
万
円
だ
檸
た
盜
国

内
旅
行
が
同
３
・
４
％
減
の

６
４
７
億
３
７
２
０
万
円
欷

海
外
旅
行
が
同
烱
・
４
％
増

の
５
６
０
億
６
２
８
３
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
烋
・

２
％
減
の
１
億
７
９
６
７
万

円
盜

　
取
扱
人
数
は

国
内
旅
行
が
同

４
・
１
％
減
の

２
７
６
万
６
４

６
０
人
欷
海
外

旅
行
が
同
炬
・
７
％
増
の
熨

万
３
８
６
７
人
欷
外
国
人
旅

行
が
同
煕
・
０
％
減
の
７
１

８
６
人
盜
総
計
で
は
同
１
・

７
％
減
の
３
１
９
万
７
５
１

３
人
盜

　
国
土
強
靭
化
　
日
本
を
強

く
し
な
や
か
に

　
自
由
民
主
党
国
土
強
靭
化

総
合
調
査
会
編

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
盜
欹
強
く
欷
し
な
や
か
な

国
飮
へ
の
転
換
を
目
指
す
自

民
党
の
国
土
強
靭
化
総
合
調

査
会
歉
二
階
俊
博
会
長
歐
で

炯
人
が
行
檸
た
講
演
な
ど
を

ま
と
め
た
本
盜
第
１
部
は
二

階
会
長
に
よ
る
欹
国
土
強
靭

化
宣
言
飮
盜
欹
国
土
の
強
靭

化
は
日
本
再
生
の
基
本
戦
略

で
あ
る
飮
と
し
て
欷
災
害
か

ら
人
命
を
守
る
た
め
の
欹
国

土
強
靭
化
基
本
法
飮
の
制
定

を
訴
え
て
い
る
盜

　
第
２
部
で
は
政
治
評
論
家

の
森
田
実
氏
欷
作
家
の
大
下

英
治
氏
欷
キ
ヤ
ノ
ン
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
歉
当
時
歐
の
御
手
洗

冨
士
夫
氏
ら
の
講
演
欷
第
３

部
で
は
高
橋
は
る
み
北
海
道

知
事
欷
尾
崎
正
直
高
知
県
知

事
ら
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
檪

ス
カ
蘖
シ
欖
ン
を
再
録
し

た
盜

　
本
体
２
０
０
０
円
盜
発
行

は
国
土
強
靭
化
総
合
研
究
所

歉
自
民
党
本
部
内
歐
甘
０
３

・
３
５
８
１
・
０
１
１
１
盜

　
国
土
交
通
省
は
炯
日
欷
今

年
の
観
光
関
係
功
労
者
大
臣

表
彰
の
受
賞
者
を
発
表
し

た
盜
表
彰
は
烋
日
付
盜
観
光
関

係
の
事
業
に
長
年
に
わ
た
り

精
励
し
欷
振
興
に
努
め
た
経

営
者
や
従
事
者
を
称
え
る
盜

受
賞
者
数
は
炒
人
盜
業
種
別

に
は
ホ
テ
ル
関
係
が
８
人
欷

旅
館
関
係
が
６
人
欷
観
光
レ

ス
ト
ラ
ン
関
係
が
１
人
盜

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
歉
敬

称
略
歐
盜

　
歇
旅
館
業
歉
経
営
者
歃
指

宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
会
長
・

有
村
佳
子
歉
牋
歐
‖
鹿
児
島

県
指
宿
市

　
歇
同
歉
女
将
歐
歃
大
観
女

将
・
佐
藤
總
子
歉
犁
歐
‖
岩

手
県
盛
岡
市
▽
丸
栄
ホ
テ
ル

副
社
長
女
将
・
渡
辺
利
子

歉
爬
歐
‖
山
梨
県
富
士
河
口

湖
町
▽
柊
家
大
女
将
・
西
村

時
枝
歉
狒
歐
‖
京
都
府
京
都

市
▽
国
際
観
光
旅
館
鍋
屋
本

館
女
将
・
富
田
千
鶴
子歉
牾
歐

‖
熊
本
県
人
吉
市

　
歇
同
歉
従
事
者
歐
歃
霧
島

ホ
テ
ル
支
配
人
歉
霧
島
観
光

交
通
歐
・
福
冨
龍
一
歉
爰
歐

‖
鹿
児
島
県
霧
島
市

　歇
ホ
テ
ル
業歉
経
営
者
歐歃

日
本
ホ
テ
ル
協
会
会
長
・
森

ビ
ル
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
檪
コ
欟

ポ
レ
欟
シ
欖
ン
歉
グ
ラ
ン
ド

ハ
イ
ア
蘖
ト
東
京
歐
社
長
・

大
橋
寛
治
歉
犧
歐
‖
京
都
府

京
都
市

　
歇
同
歉
従
事
者
歐
歃
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
料
飲
部

シ
櫪
フ
兼
総
料
理
長
・
鈴
木

通
照
歉
爭
歐
‖
東
京
都
府
中

市
▽
富
士
屋
ホ
テ
ル
湯
本
富

士
屋
ホ
テ
ル
宿
泊
課
・
長
尾

廣
幸
歉
爬
歐
‖
神
奈
川
県
小

田
原
市
▽
帝
国
ホ
テ
ル
調
理

部
宴
会
調
理
課
専
門
職
課
長

・
長
沼
和
雄
歉
爨
歐
‖
千
葉

県
習
志
野
市
▽
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
料
飲
部
専
門
副
部
長

・
戸
邉
孝
明
歉
爐
歐
‖
埼
玉

県
熊
谷
市
▽
名
古
屋
観
光
ホ

テ
ル
総
料
理
長
・
森
繁
夫

歉
爭
歐
‖
愛
知
県
名
古
屋
市

▽
阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
大
阪

新
阪
急
ホ
テ
ル
調
理
部
専
任

部
長
・
塚
本
三
十
志
歉
燿
歐

‖
滋
賀
県
湖
南
市
▽
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
常
務
執
行
役
員
リ

欟
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
歉
大

阪
歐
総
支
配
人
・
オ
ペ
レ
欟

シ
欖
ン
総
括
部
・
品
質
管
理

部
担
当
兼
オ
ペ
レ
欟
シ
欖
ン

統
括
部
長
・
田
辺
能
弘歉
燿
歐

‖
大
阪
府
柏
原
市

　
歇
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
業

歉
経
営
者
歐
歃
国
際
観
光
日

本
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
副
会
長

・
瓢
亭
社
長
・
嬾
橋
英
一

歉
牴
歐
‖
京
都
府
京
都
市

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
歐
で
は
欷
灑
年
度
の

欹
も
う
一
泊
欷
も
う
一
度

歉
ひ
と
た
び
歐
飮
宿
泊
拡
大

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
で
欷
フ
櫪
イ

ス
ブ
蘖
ク
を
活
用
し
て
若
者

層
を
旅
行
に
誘
う
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
い
る
盜
公
式

フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
ペ
欟
ジ
は

旅
行
フ
櫟
ン
に
向
け
て
３
月

焙
日
に
開
設
盜
ユ
欟
ザ
欟
登

録
の
滑
り
出
し
は
好
調
だ
盜

　
観
光
庁
の
発
表
に
よ
る

と
欷
国
民
１
人
当
た
り
の
国

内
観
光
旅
行
宿
泊
数
は
瀾
年

度
が
２
・
燻
泊歉
暫
定
値
歐盜

国
策
と
し
て
伸
ば
そ
う
と
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
欷

２
・
狢
泊
だ
檸
た
潴
年
度
以

降
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
盜

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
欹
シ
ニ
ア

層
な
ど
は
今
で
も
ア
ク
テ
檪

ブ
だ
が
欷
若
い
人
が
ど
ん
ど

ん
旅
行
に
行
か
な
く
な
檸
て

い
る
飮
と
動
向
を
と
ら
え
欷

特
に
若
者
層
の@
旅
行
離
れ
A

を
危
惧
盜
炳
代
殳
煥
代
前
半

を
今
年
度
の
も
う
一
泊
キ
櫺

ン
ペ
欟
ン
の
重
点
タ
欟
ゲ
蘖

ト
に
据
え
た
盜
従
来
の
告
知

媒
体
は
新
聞
や
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ホ

欟
ム
ペ
欟
ジ
な
ど
だ
檸
た

が
欷
若
者
を
含
む
多
く
の
ユ

欟
ザ
欟
に
使
わ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
と
し
て
フ
櫪
イ
ス

ブ
蘖
ク
を
加
え
た
盜

　
も
う
一
泊
公
式
フ
櫪
イ
ス

ブ
蘖
ク
ペ
欟
ジ
で
は
欷
旅
行

フ
櫟
ン
同
士
の
交
流
を
促
す

ほ
か
欷
オ
欟
プ
ン
懸
賞
な
ど

も
実
施
し
て
旅
行
ム
欟
ド
を

醸
成
す
る
盜
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
内

・
訪
日
旅
行
推
進
部
の
興
津

泰
則
部
長
は
欹
オ
欟
プ
ン
し

て
わ
ず
か
し
か
た
檸
て
い
な

い
が
欷
約
１
千
人
の
登
録
が

あ
檸
た
盜
我
々
が
狙
う
若
者

や
団
塊
世
代
に
確
実
に
ヒ
蘖

ト
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い

る
飮
と
手
ご
た
え
を
つ
か
ん

で
い
る
盜

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
欷
国
内
宿

泊
需
要
の
拡
大
は
重
要
な
課

題
と
位
置
付
け
欷
宿
泊
業
界

な
ど
も
巻
き
込
み
観
光
業
界

全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
た

い
考
え
だ
盜

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
４
月

炳
日
欷
２
０
１
２
年
度
版
の

欹
５
つ
星
の
宿
飮
‖
写
真
‖

を
発
行
す
る
盜
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
欷
旅

行
業
者
の
支
持
を
得
た
一
流

旅
館
・
ホ
テ
ル
を
掲
載
し
て

い
る
盜

　
５
つ
星
の
宿
は
弊
社
が
主

催
す
る
欹
人
気
温
泉
旅
館
ホ

テ
ル
２
５
０
選
飮
で
欷
通
算

５
回
以
上
入
選
し
た
施
設
に

贈
ら
れ
る
称
号
盜
灑
年
度
版

は
こ
の
う
ち
の
１
０
９
軒
を

掲
載
盜
各
施
設
の
外
観
や
風

呂
欷
食
事
な
ど
を
カ
ラ
欟
写

真
で
紹
介
す
る
と
共
に
欷
宿

の
特
徴
や
温
泉
欷
地
図
な
ど

の
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
て
い
る
盜
欹
当
館
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
一
品
飮
も

掲
載
盜
巻
末
に
は
弊
社
社
長

・
江
口
恒
明
が
欹
名
旅
館
の

条
件
と
上
手
な
宿
の
選
び

方
飮
を
書
い
て
お
り
欷
選
定

の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
盜

　
Ａ
４
変
型
判
１
６
４
丑
盜

定
価
は
税
込
み
１
５
０
０

円
盜
申
し
込
み
欷
問
い
合
わ

せ
は
甘
瀛
・
３
８
２
７
・
９

８
０
０
欷
メ
欟
ル
はinfo@

k
ankokeizai.com

盜

　
就
任
あ
い
さ
つ
で
野
田
新

会
長
は
欹
旅
館
の
セ
ガ
レ
で

は
な
い
私
は
欷
旅
館
経
営
や

歡
日
本
の
文
化
を
継
承
す
る

の
は
旅
館
だ
け
歸
な
ど
の
考

え
を
地
元
指
宿
や
全
国
の
同

業
の
先
輩
方
に
た
く
さ
ん
教

え
て
い
た
だ
い
た
盜
歡
利
他

の
精
神
歸
歡
活
私
奉
公
歸
の

考
え
の
も
と
欷
さ
ま
ざ
ま
な

人
を
介
し
て
学
ん
で
き
た
こ

と
を
ど
う
や
檸
て
旅
ホ
連
の

活
動
に
生
か
せ
る
か
を
考
え

て
会
長
の
務
め
を
果
た
し
た

い
飮
と
抱
負
を
語
檸
た
盜

　
旅
ホ
連
本
部
で
は
今
年

度
欷
欹
地
域
社
会
・
政
府
・

自
治
体
か
ら
の
情
報
収
集
力

の
強
化
と
活
用
飮
欹
今
後
成

長
す
る
で
あ
ろ
う
有
望
市
場

の
開
発
飮
欹
東
北
を
は
じ
め

と
す
る
被
災
地
へ
の
継
続
的

な
支
援
飮
を
基
本
方
針
に
設

定
盜
欹
温
泉
会
議
飮
な
ど
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
案
件
の
推
進
や
ス

ポ
欟
ツ
市
場
の
開
発
欷
シ
ル

バ
欟
市
場
の
開
発
な
ど
を
昨

年
に
続
き
実
施
す
る
ほ
か
欷

農
業
と
先
端
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
６
次
産
業
分
野
や
欷

自
然
科
学
分
野
を

組
み
合
わ
せ
た
サ

イ
エ
ン
ス
・
ト
リ

蘖
プ
の
分
野
な
ど

の
有
望
市
場
の
開

発
な
ど
に
注
力
盜

併
せ
て
Ｓ
Ｉ
Ｔ
や

訪
日
旅
行
な
ど
の

テ
欟
マ
ご
と
の
中

央
委
員
会
を
積
極

的
に
実
施
す
る
盜

　
総
会
に
は
石
川

邦
大
社
長
は
じ

め
欷
ト
蘖
プ
ツ
ア

欟
関
係
者
も
出

席
盜
こ
の
う
ち
あ
い
さ
つ
し

た
石
川
社
長
は
同
社
の
灑
年

度
の
取
り
組
み
と
し
て
欷
商

品
基
準
欹
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
・

ク
オ
リ
テ
檪
飮
や
欷
添
乗
で

の
も
て
な
し
の
信
条
を
ま
と

め
た欹
添
乗
業
務
版
ク
レ
ド
飮

の
策
定
に
つ
い
て
紹
介
盜

欹歡
ｏ
ｎ
ｅ

ｏ
ｆ

大
手
旅
行

業
歸
で
は
な
く
欷歡
お
客
さ
ま

満
足
度
ナ
ン
バ
欟
ワ
ン
歸
の

ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
と
し
て
認
知

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
飮
と
語
り
欷
会
社
方
針
へ

の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
盜

　
本
部
役
員
は
次
の
通
り
盜

　
会
長
‖
野
田
譲
二歉
新
任
歐

　
副
会
長
‖
小
田
孝
信
歉
加

賀
屋
社
長
欷
再
任
歐
欷
住
友

武
秀
歉
徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
偕
楽
園
社
長
欷
再
任
歐
欷

大
宮
浩
歉
遠
刈
田
ホ
テ
ル
さ

ん
さ
亭
社
長
欷
再
任
歐
欷
川

合
健
次
歉
海
の
ほ
て
る
い
さ

ば
社
長
欷
新
任
歐
欷
金
子
基

文
歉
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
社
長
欷
新
任
歐
欷
伊
藤
浩

・
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
執
行
役
員

旅
行
業
務
本
部
長
歉
新
任
歐

　
相
談
役
‖
奥
田
眞
歉
月
光

園
会
長
歐

　
監
事
‖
中
村
菊
吉
歉
水
月

ホ
テ
ル
鴎
外
荘
社
長
欷
再
任

ん
歐
欷
松
浦
茂
樹
歉
瑞
の
里

○
久
旅
館
専
務
欷
再
任
歐

　
常
務
理
事
‖
山
上
光
裕
・

ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
国
内
旅
行
部

長
歉
再
任
歐
歇
小
林
茉
莉
歃


